












Improvement of throwing speed during growth period  






















































第3章 2節 投球スピードと筋サイズとの関係 
発育期と成人の野球競技選手および未経験者を対象に、身体サイズとして四肢の筋厚を計測し、
それらの値の年齢変化および投球スピードと筋サイズとの関係を検討した。その結果、腕および脚の
筋量指標、四肢長あたりの筋厚は、競技経験の有無に関わらず、年齢経過に伴い増加した。12-15歳
の間に投球スピードと身長との関係における係数aが増加する変局点が存在した（第3章1節）が、そ
の背景には四肢長あたりの筋厚の増加が影響していることが考えられた。 
 
第4章 投球スピードと筋力との関係 
発育期と成人の野球競技選手および未経験者を対象に、等尺性の肘・膝関節屈伸トルクを計測し、
それらの値の年齢変化および投球スピードと筋力との関係を検討した。その結果、肘・膝関節の屈伸
筋力は、競技経験の有無に関わらず、年齢経過に伴い増加したが、関節トルク/筋量指標は、年齢変
化がみられなかった。第3章1節および2節の結果を併せて考えると、発育期における投球スピードの
発達には筋サイズの発育の影響が大きいことが示された。また、投球スピードを従属変数、肘・膝関節
屈伸トルクを独立変数とする重回帰分析を行った結果、12-15歳では、競技経験の有無に関わらず、
肘関節伸展トルクが投球スピードを説明する変数として選択された。また、19-24歳の野球競技選手
では、膝関節伸展トルクが説明変数として選択された。 
 
第6章 結論 
本学位論文は、発育期における投球スピードの発達について、定期的に投球を行う野球競技選手
および競技として野球を定期的に行っていない男子を対象に、身体サイズおよび筋力との関連から検
討した。その結果、野球競技経験の有無に関わらず、発育期における投球スピードの発達には、身長
の増加および第二次性徴に伴う四肢長あたりの筋厚の増加が影響していることが示された。このような
傾向は、走速度および跳躍距離における発達においてはみられなかったことから、投球スピードの発
達に特有のものであることが示唆された。また、定期的な投球経験の有無は、生物学的な発育段階を
考慮した場合においても投球スピードの発達に影響を及ぼす要因であることが明らかとなった。 
